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所得移転としての援助の配分（I)
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I iまじめに

通常，経済援助の効果という場合，投f!JJ受取回

の生産に与える効果を意味するが，短期的にみる

と，むしろ購買力の移転にともなって発生する出

要効果を無携することができないと思われる。

経済接助を国際的所得再分配ないし購貿力の国

際的移転とみなすと，その一部は国外からの財の

輸入に支出され，一部は国内から財を購入するた

めに支出されるであろう。前者以貿易を通じて｛也

国への需要を喚起し，後者は国内市場への需要を

発生するであろう。それらはさらに乗数効果｝こよ

って需要を派生させる。このような多岐にわたる

同際聞の波及効果を考慮すると，少なくとも短期

的に見る｜坂上経済援助が供与固にとって不利で

あり，受取国にとって有利であると断定する乙と

はできない。この論文は，主として需要効果を考

慮したときの国際的所得移転の効果とそれに基づ

く援助の最適な配分の試算を扱う。

所得移献の効果を計算するため作成されたモデ

ルは，需要面に重点をおくよう各地域の経済を笥

岩崎 輝
ゆき

行

略化した短期モデルであり，かつ，採用された計

算方法は外捕法（extrapolation）と線型計画法

(linear programming）であり，したがって，ここLで

の試算はあくまで現在行なわれている援助の経済

効果を判断するための一つの資料を提供するもの

である。

なおこの論文は，アジア経済研究所昭和47年度

研究会「アジア諸国の計量的牒望jの作業の一部

を発展させたものである。

II モデルの説UJJC注1) 

前節でのべたごとく，需要を通じた援助の経済

効果を監視するため，一地域の経済を説明するモ

ギル怯簡単なハロッド・ドーマー型とし，それら

地域別モデソレを輸出入によって連結した一種の世

界モヂルを作ることtこよって，われわれは地域聞

の所得移転ないし購質カ移転によって発生するこ

っの倶j函Iの需要効果，すなわち，貿易を通ずる効

果と国内市場に与える効果とを明示的に導入する

ことができる。一地域内の経済構造と貿易構造が

与えられたとき，提供される援助量を受取地域に

配分するための基準（目的関数〉として，各地域の

[Icl内総生産（grossdomestic product-GDP）の手口をと

ることとする。すなわち，世界の GDPを最大に

するような国際的所持再分配を求めるのがここで

の問題である。

われわれが使用したモデルの説明にはいる前l乙
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モデノレに現われる援沙Jの概念、を明徳にしておく必

要があるcわれわれが使用するモデルは，l'El民所得

の概念に基／~く実物モデルで、あり，したがって援

助は単なる資金の移動のみでなく結果的iこ財の科

副jを｛芋うものでなければならな，，'(ii: 2 ）。たとえば，

世界銀行（I.B. R. D.）やアジア開発銀行（A.D.B.)

あるいは国連諸機関に対する出資余や証券投資や

国際収支援助等は除かれtff 3 ），技術援助も援助供

与国におャて実施される分は除かれなければなら

ない。また， i司じ理由によって援助の統計は支払

いベース（dishursementbase）でなけれ；王ならない

（注4）。以上のような点をごち！惹すると， ここで』及う

凶｜際的所得再分配としての援助は，財なL、レ肖源

の国際的移転とみなすこともできる悦 5'o 

上述のような国際的所得再分配としての援助を

扱うにあたり，可処分所得と似た総可用資源どい

う概念を導入することとする。

総可用資源＝国内総生産ト財の移動を伴う購買

力移転（純）

すなわち，援効供与地域の総、可用資源はモの同

内総生産より小さくなり，援助受取地域の渇合は

その逆になる。

総可用資源という概念を利用したモデノLを以下

に説明することとする。

-n円
IIじ巧

Rニニ（R，），総iiJ用資源ベクト／~

Y=(Y,J，国内総生産ベクトル。 yパム一期

前の国内総生産ベケトル

S={S,}, i:Rl内総貯苦ベクト Yレ

I= {I，｝，総投資ベクトル

X= {X，），輸出ベクト Jl.,

1¥1= ［λ1，）， 輸入ベクトル

I)二［D，；），援助行列。 f入・＇ ＇土，，;t";i地域の第j

地域への援助額を表，わす。 J)’はI)の

z
 
z
 

，
A
ι
4
 

it日置行列を示す0

s= {si)，貯蓄率対角行列

V= { V’，），限界資本係数対角行列

あ＝ (111i]，輸入日数社六1行手iJ

長＝ (k;J, JiH刊Jv＂） ーパコ、）jな？卜からの輸入にまわさ

,i Lらjl:：ドをヲミーす対角行列

,/= {c':_,} ，通常輸入の地域別配分行列 t川土，

第j地域の輸入のうち第 ij也域力、「〉

輸入する比率を示す。理論的には，各

亥iJ干llは1であるc 地域が二つ以上の

国によって構成される場合，対角要

素 e；， は必ずしも零とはならない。

それは域内貿易がfr在するからであ
り，かつ．貿易乗数と同内経済の乗

数とは異なるかじである。

c''= {c','1）、援助のうち，輸入部分の地域別配分

行列J この行列につL、ては、〆と同

様のことが適用される。

百二［1），要素が 1のベケトノレ

・w. ウェイト

Yi‘援助供与国の国内総生産の干ll

Y，ラ援助受取国の国内総生産の干11

以上の・.ri2日ーを用いて、線型計画モデ、ルは次のよ

うに表現されるO

1. l.jニ γ／ト ii'｝’，: 11 !'{Jill紋

三 RケコYト！）＇J,; f)E:拾いI用資源定義式

:3. ゴニJ-,¥1卜X: H'tt!,'J~W均等式

,1. S=sR: l'LIJ':Jlti'l~＇ IY.liぷ

5. I＝ぢ（l'-Y-1): }':t•長 IW点

6. ;JI＝万i（γ DE kl>' I~ : 44/,J入1imz

7. Xコ Cハ（;1/ fd)' E,: + c＇＇ん］）＇H:輸lH間数

8. H，ミλ1-X二二B-11. t~ 弘＼＂ γァプ制約式

~). DE互主I,.t長山供与；1,比＇.J式

10. IYE手cl，’KJll.r吠J['<'.il：】；l)fJ式
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1式は目的関数であり，この線型計凶jの解は q

を最大にするように求められる。 'Wはウェイトで

あり， 1以上の｛1lliが与えられる。すなわち，援助

受取地域の国内総生産は援助供与地域の国内総生

産1に対しwの自11i値が与えられている， ,v= 1で

あれば，岡地域の国内総生産は同じ価値を持ち，

したが，，てそのJi｝合の［！的関数は世界のi主内総主

産の和となるo w>lであれば‘援助受取地域の

国内総生産は援助供与地域のJとれより怠くの11lli11任

を与えふれるま〉けであり，そとには経許的要間以

外の考！議：が払われてし、ると考えることができる。

τ（＇＝十 coの場合、援助受取地域の園内総生産だけ

を最大にする問題と等しくなる。もちろん，捜助

受取地域fべての国内捻生産仁川じウ 7 イト士川

ける必然性はない。各地域の重要性は種々の理由

によってH0な〉てくるであろう〈、しかし句あ，・， ；／）、

じめめウェイトに差をつける根拠はないので，わ

れわれの一日十算で；土， 1式のごとくすべての援助乏

取地域に同じウェイトを与えたの

2式は，前述した総可用資源の定義式である。

堕助を受取るー）j喝援助を供与会してし‘る地域：より）1]

として，披助受取地域の給、可用資源、は国内総生産

と受取援助の手llであり司探助供与地域の待、可用官

源は国内総生産から供与援助を差引いたものであ

0o 

4式は貯蓄関数である。援助受取地域の貯蓄率

rt、国内総生産と受取疑的とでは大きな差がある

かもしれない（注6)0 しかし，援助の貯蓄率は不明

確であるρで，貯蓄率は両者とも等しし、ものと L

一’い，・－o

5式は，限界資本係数を使用した投資関数であ

る。援助受取地域の限界資本伝数は，援助の関数

であることは明らかであるが，われわれの扱う期

｜叫が短期であることからとのよ行な投資関数を設

定したコ

6式は輸入関数であり，者辺の第1墳は域内の

経済桁動に基づく輸入需要を示し，第2項t土受取

援助のうち直接輸入される分を表わす。

7式の輸出関数は，ふる地域の輸出力主当該地域

を含む~－＇（：地域のその地域からの輸入の和であると

いう二とを示している。 7式の第1項は援助によ

る輸入以外の通常の輸入をfr計した輸出を表わ

し，第2項は援助による輸入の合計による輸出を

交わしている。

8式は輸出入ギャップの制約式である。輸出入

ザャ、ノブドの上｜役と下｜哀が何によって決められるか

は，国際収支の金融商もからみきわめてむずかし

L、問題である。実際の計算tこあたって‘これらの

数値を過去の趨勢等外部の情報に依存して決定す

るのも一つの方法である。また，外国貯蓄t土誌投

資の一定割合以下であると仮定することもできる

であろう Cit7 0 

9式の右辺 d，， は，援助供与地域の援助供与額

ベクトノレである。したがって， 9式は援助供与額

の上F肢をかくす制約式である。 dyは数値ベクトノレ

のみでなく，もし，国内総生産の1%が援助され

今べきであるとした場（，， d,;・ =0.01γ 注引という

形で与えることができょう。

10式は，援助受取地域の経済の援助I没収能力に

よる制約を表わしている。援助ないし外国投資の

効率的利用は，受入れ地域の経済構造iこ依存し，

したがってその受入れ棋には上限がある（注9＼そ

山吸収能力は，圏内総投資のある一定の割台で表

わすことができるであろう。 dyは，吸収能力の上

l；艮を示すベクト 7レで，との各要素dg,iよrd..とい

ろ形で去現できるであろう（注10）。

方程式1から 9までが，われわれが利用した一

般モ工戸icである。この一般モデルに， i：重助の特性
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とを示している。11式と12式に上り，eakD'E=DEを組みこむことによりモデルを変形することが可

能2である。
ダイド援助の場合の輸入間数と輸出関数Eな I）、

は次のようになる。

Jf＝万z(Y-DE)+D'E 

X＝〆fλ1-T>'E)-!-DE

－
 

F
l
 
p
 
、
〉（
 

援助がアンタイドである場A-

援助がアンタイドの場合，援助としう移転所得

はその処分が受取地域に全く依存するので受取地

域の経済によって発生した所得と｜司等iこ扱うこと

a. 

援助は，供与地域にと，；ては完全な輸！Uとなり，

受取地j戒にとっては完全な輸入と江る三どは附l「〉

かである。

（；、 1) ここでti1:Jされどバーヂノ.／〕：r；，：型は. ＋；温11ilG 

i；「i「7・ ／ア経済，.・ ,; I iii rr; ,1: i11 J ~·· ：，アf川I研；：モドIi197:l 

午，にJ下主主 .jl ,: 1, •乙。団 I I ;JL「世界山保1斉日立長 l'liけ．

'f( H，万全日）／＼［Hー」（『ア J 「淫斉」：gi2をミ： 5,; 

1971ノr:5 ;r) j, :,¥, I丹D

〔ii：：〕 ；「j／）料引とい行止；（，， +{ lり山行七 l'l資問；：・
分（二上っこそJIぇJ也j;i,乙l・,i1)Ji,);1;，ハ百年九されら以t i，什士 A!

; /1J'tiJ)'.ii 山lH七、、し訂il.,i;'.•;, そ，；＜ j七J1X,. 経 ，1ii'i 
1(,'.i.二FJi}J tJ {( ' Iコ／エヲ＇.こ f芸，［I_,I.；こ I ァな J.;i 

〔，，
I ' 

このJi}(';'' 援助によって生ずる輸入ヰ1ができる、

お上びその1J長l入先配分は域内経済のそれと同じと

すなわち， k＝おかつグ＝e＂コt仮定できょう。

このとき， GJ＼：ど 7予tr引f」I汁工〉になるの

G', Af=mR 

7', X=ei¥1 

日レザ

に、どv，も）。

プロジェケトないし 70ロプラムと結合し

て行なわれるアンケfド援助の場介，その援助の

う干〉域外から輸入される剖f,k,は‘その地域の諭

一方，

(;J:l) i』与J支店ぐ〉国際J[l文？とll!Jけ，則 J）溺人イ的

人九州』11:c引3起こ 1かもし j LぷL、。しかし，金除刀、

川／J,Ii j誌に Lt. c, J j,JWJ「iワ効れU・FJ:JJ "IYごあるし＇）こ，

モJl 1・, I；ドh外Fるこ Lとにした3

en ..i) しかし，紛un,;ni J: J見合，そ，；＇i?Jtととなど）
JH: t貿易統；十と Hl議そ c）日t・n価却で Lフご l；】i’J甜 rへき
とある。 もちろle，申h出イ，i用 vマ〉金肩虫をi且じて lノ

；長＞I）うるが，それはつI'1:JJ確てある。

c: 5) 十五日｝）T＇慨ii'.＇としては， さらに他にも n:iifl::
£る。，d/111:；のよりどごろとなる｛1:li杓，専門京 l恨寸立によ

-~. ;¥ ifitf此，事前川五（feasibilitystudy) ，，：，ため心支

Iii, f差別受取国の労働者w:niのための人件公州民手で
3へる。

〔［七6〕 本来，柊JJ}J；土生Pi'効不を友げるために行な

f, .[ Lミムハで， il'it'i↓ご fわら分［土村J当小さいと！よ！？〕Jlる。

！かし， J互助 ，：） 国｜句 k~til に士、Jする ;t;Jfr （土小さいので

B;''f;}c十；ゎL主、、iこよる，：iI子は大きくないごあろう。

C ,1. 7〕 I¥1,-X,;:,Oの場台， ,U1-)C二三日zf。

X,-.',f,?:0 ill必r干，そし「；i品Jc(leakage）は同メJi斤塾し〉
ある剖介iゴ、ドであると仮定しても， iciJ憾に紅、役資のあ

る吉J；＇：，以下という ir，ト土交 JI;亡さる。 S,-I:=X,-l11,

ベ，，ιS,・¥ 句 "'  I，二二 S, l,o よー－ !lI ' 百

この

場合は 6式と7＇式によって表わすことができるで

あろう。

上述の二つのアンダイド援助のシミュレーショ

ンを行なうことによって，援助のうち輸入にまわ

入性1,,jnliより相当大きいのが普通で、ある。

される割合の変化が同内総生産やその他の変数；こ

与える波及効果をみることができる。

援助がタイドである場合b. 

援助が完全に組付きである場合，援助供与地域

iの援助受取地域 jiこ対する援助額 ！），；が， jの

と受取援助額のうち zから輸入する部分 e'.'11.¥ 

したが Jぺ、次式が/JX,

じ；単位行列

D'E=[Dし。；…D:,l' 

12式は，援助受取地域が受取った援助による輸

入の配分比率が受取り援助の配分比率に等しいこ
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(tt R〕 ｝差助をしないj也j或の~；，ぷ：立零である。

（注9) いわゆる資本吸収能力（absorptivecapac1幽

ty）の考えである。

（注10) 援助父Jlil地主主じない地2むと招.＇:i~r る要討リ

常である。

皿デ タ

前節で説明したモデルに基づv・て計算をするじ

あたりわれわれが行な／〉た統計的処理をとこで説

明することにする。

われわれは，1吐界を次(7)15地域iこ分割した（性 I'.,

1. アメリカ合衆国

2. カナダ

3. ラテン・アメリカ

4. 共同 il1 場

5. 連合王国

fi. その他西ヨーロソ，き

7. 東ヨーロツノf

8. r宇j ア連邦

9. 7 アリカ

10. 日 本

11. 中近東

12. アジア

1:-L 共産霞アジア

14. オーストラリア，ニュー・ジーランド

15. その他

この他に，さらに16番目の部門として世界銀行

(I. B. R. D.）やアジア開発銀行等の国探諸機関が

加わる。それらはそれ自身生産活動を行なわない

カL所持移転のための独立した分野とみなすζ と

ができるからである位2）。

モデルにおける係数や宕辺要素の推定にあたっ

ては， 1965～67年のデーケを利用した＂ （付表lと

2参照〉輸入配分比率行列 eの推定は貿易統計に

基づいているので国民所得勘定とのリンクを行な

う必要があり，そのため輸出と輸入の所得勘定の

それらへ換算するため換算率を用いているので，

行列uの列和は必ずしも 1にはならない位3）。貯

蓄率ぬと輸入率は定識にしたがって計算されてい

るので、国内総生産に対する怖とかなり異なる場

合もある。

援1!!1資金のl山理的配分は付表Eに掲載されてい

る。第2節でのべたように， DA Cの撲助資金の

統計は，必ずしもモデ、ノレの定義とは一致しないの

で，，j1辺要素の数値としては多少の燥作がかえら

れている。政府援助から技術援助（注4）＇国際機関

への出資および長期借款の返済が除かれてU、る。

問項目の資金の流れにはほとんど財の移動が伴わ

ないとみられるがらである。な考として同様引理

由により，民間援助のうち証券投資と再投資を除

外した数字をの止た。輸出信用改含むが，手lj子分

だけ過大評価になる。

aヒ1) こ＇）＿＇也域分刈 i主国迎，＇）『貿弘統計弘治』
(Year伽 okof International Trade Statistics）に埠

拠し：Lる。

Ci主2〕 今後アジア地域を周別に分割する予定であ

る。

（注3) 行子ljeの推定の詳細いついご it，前日己貸料

『アジア経済の計量的展望』を参照。

（注4) DA C統計によると，技術j).'.IIJJのう九機材

供与の割合は， 1965年， 9.1%,1966年11.0%,1967 

年11.7%である。

耳rシミュレ－s.,－－ヨ〉

われわれの目的は，与えられた制約と仮定の下

における援助の配分を求めることであるが，制約

のなU、場合のモギIレを動かすととによって， 1966

年ごろの世界経済の特徴を知ることができる。す

なわち， l式から 7式までを利用し1980年まで14

年間のプロジzクションを行なう。次に， 8から

10までの制約条件を適宜加えることにより，各種

Zラ
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条件の下における援助の配分とそれの各地域の国

内総生産に与える影響をみることができる。

ト 1980年までのプロジェクション曜日

1から 6までの式に基づいてプロジェクション

を行なうにあたり，援助について次のような分額

をし，それらの組合せによる計算をした。

a 援助の型について

a l タイ iご援助 LニL'

a-2 アンタイド援助 止＝示

h 援助の大きさについて

b-1 援助なし

b-2 1966午現花の接助規模

D'E三 1・y

D=  {O} 

r= {1・ij} l"ij口D,J/Y1

DE=gY 

言＝(diagon旦l!7 ;) 引lーとれJ

b-3, b-2 の｛去の援助｛見g~

援助規模は，国内総生産に対する比率で表わさ

れる（付表4参照）。 b-3のケースでは，供与地域

の援助は，ほぼ国民総生産（GNP）の 1%に相当

する。

！こ，；己6ケースの計算による国内総生産の動きを

然l関 βケースのシミュレーションlこ工る地域別
年皮別国内総生産のグラブ

( 1001株 lレ）

145 

HO 

110 
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85 i 

Sil L 

(10低わり

1 アメリカ（，衆国

ι～可子～ι

ーー－－一一一
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2 カナダ

グラフにしたのが第1図 1から1スである。 110 

タイド援助の形態で，その規模を人きくしてい

くときの各地域の国内総生産に1子える影響をみて

みよう。それは，援助供与地域のうち，アメリカ 100 

合衆国，カナダ，東ヨーロッパおよび日本の国内

総生産を，援助がないケースb叩 3と較べ低める

効果を持つ。 198併i::-c注2）の国内総生産の数値を比

較すると，援助規模を1966年の倍にしたケース

b 3の国内総生産は，援助をしないケースb-1

の国内総生産と較べて，日本を除ftば1%前後の

影響しか与えていない。日本の場合は比較的大き

く約6%ぐらい国内総生産は低下する。一方，共同
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7 オーストヲリア，ニュー・ジーランド
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13 その他

（也卜 1レ）

JOO 

~ 
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250 

-－－・f，ゅーー－－－・－-

加。

品晶宇品二一－－一二二よニョ

150 

（注） (1）対象15地域のうち，南ア連邦と共産圏アジ

アを除く。これら両地域は，条件の変化によってほ

とんど影響をうけf山、からである。

,21 基準年次は1966年，対象年次は1970年， 1975年と

1980年である。グラフは，下からそれぞれの対象年

次の国内総生産を示している。

,31 横軸の数字は，援助規模を示している。

1. 援助なし

2. 1966年現在の援助規模

3. ケースの2倍の援助規模

横軸は左から右へ援助の規模が大きくなっていくこ

とを示しているc

<4） 実線はタイド、援助のケースを示L，破線は，アン

タイド援助のケースを示す。両ケースにおけるGD

Pの値がほとんど同じであるとき，破線を略してあ

る。

市場，連合王国およびオーストラリア地域の国内

総生産は，援助規模が大きくなるにしたがい増大

する傾向をみせている。 1980年の国内総生産をみ

29 
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ふと， JtliiJr Ir tJ；；のtg合はわずかながら上打しごい

るがほぼ！釦れ、に近く，.i!主台王国の場｛；，，土，援11/Jの

）え棋を倍にすることにより援助がなし、ときより約

1%強の i二！外を 1:1 き，オーストラ lJ ア］出ll！＇~（i〕 itif「

には約三 ＇；｛，に達守る増大がある。これらの地域に

とっては，援助という形で資源、がb-J11村、ら他国へ

将転～j2Sことによってかえって媛助i土そi，むの！工i
内総生産；こはH干I］に働くとレ勺ことを志川ミLてL、

ふ。述合王11、jや j~[r,j rf)：誌の』愛 11/Jの J:Jrn~m:,11 土， H

夫、4にみるごとく， J長助供与Jむ））むT)Lf 1で＇11｝も大き

く，また、それらの援助の約半分はアブリ／7（こ集

中してL、る。 ー方，アブ 1）力はこれらのj也J1主に乏

の輸入の70';b強をf衣1干してレる，， したが寸て，

助はこれら地域にと＝て大きな漏れ(l山 i叶 ge）とは

なず》ていなレと考えられる。

タイド援助を受け取ることによ〉てiヨ内総生産

が別c,/J、にI科大する援助受取Jful）むよ， ニ｝テン・ア

メリ力，アジアおよび中j在来どけである。 1980fjご

の同内総生産の数値を比較してみよう。援助の矧

模が初期の倍になると， J長山がなL、J訪（，に較ぜ＼，
； ｜〕ιi内総生産はラテン・アメリカで約三川強，ア〉

アでキ句iiりY.

rメリカと 7炉シ、ア（乃j詰台i土’ タイ 1"援助のJNA:I土

比較的滑かにそれムの国内総生産を増加主せる

が，中近東の場行には唱 11)70年と1¥)7:'i年ではむし

ろ低下の僚が小y：えちり， 19メ（）iドにいたって漸く W1Ji11

傾向を見せるようiこなっている。したが，，て，中

IcW:の場｛＇.， ケイ Ft妥均の則氏；は短1町内にはその

｜司内総生産に不利に働くとみてよいと｝JIわれらこ

その｛也i也j戎およびj長J1JJj供与i也Jj,~ で ι ふるその！也同

：］一円、ソノ、のi司内総生産：土，ほとんど傾ばL、であ

り，これらの:tmぁUこと ／＇てi土ケ 1'Iごttll力i丈：王とん

ど影響を与えなし、ように思われるr fブリカ♂，［｝ii

内総生産は，タイド援助の増大によってむしろ低

30 

FL，援助がない場合に較べ，援助が倍になるケ

ース b:Jのとき， 19洲）年でI-El内総生産は約2.S')(,

下がる結果になっているつまた， J妥llM則定が196G

If "j時のよrーて b2のJ号合，提iめのなL、うース

b ！と比較してその凶l付総生産にはわずかの伐の

／初来しかみじれtn、が， t!'lll力十tH立がit与になるとき

にはじめて負の効果が大きく現われてくることが

品1よめらtLる。

J長助がアン々イ 1ごのケース a一2Cl〕場合，各I也Ji誌

の，~1') 内総生斥に与える影響をみてみよう v 援助が

アンダイドになることによって， タイドJ：重助のと

き上，）国内総生産が低下する括的供与地域はアメ

IJ '7 fr衆国司共[PJ市場， i主合王llilおよびすースト

ラリ「J血l戎である J 1，可ケーミ〔alとa-:nに

おけるケース b3（援助！日棋を1966年の日にしたとき）

しf〕1980年の＼ti肉総生産の数値を比較すると‘ J誌も

大さく低下するのが共同市場のf［｛｛で、あり 1約｛円。），

;5;:；ニ寸ーストラリア地域の約4%，連fr王国の約

:-l rルJ’メリカ合衆叶の約1%という結－~になるの

'; 1 ：：援助が，国内総生産にと η て有利であっ7こ

連白玉［i,j，オーストラ！）ア地域や共［，，j市場がアン

タイ F'長flJJでは，最も不利な影響をこうむってい

るっこのことは，こilら諸地域の援助配分がはぼ

貿易のパ守←〉と対応して行なわれることが有利

であることを，i~lfl,f:Lているよろに思われる。ーヴj,

ケfド民11力によコて国内総生産の下落が最も大き

か・）たカ十グと日本は援助がアンケイドになるこ

とによハ ・(;j汁ミかながら国内総生産は土井する。

19r'-IO年で比較すると‘うースh:1 ( j乏JliJが1966年Lり

1白山対1怯〉で約0.8%の増大がみられる。しかしカ

ナケも日本も，援助規模が1966年当時と日じ場合

は，アン々イド援助Eタイド援助の国内総生産に

対する影特にはほとんど差異が認め九れなL、。東

ヨーロッパにとコて，援助がダ （Iごであろうとア
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ンタイドであろうとほとんど問じ効果しか与えて

いない。

援助がアニタイ 1－：になることによ；），寸〆ごての

援助受取地域の国内総生産は，タイド援助のとき

に較べ相当増加することがみられる。タイド援功

によって不利な影響を受けるアフ 1.1力のlJcl内総一生

産は，援助がアンダイドになることによって飛躍

的に増大し その成長率が低減傾向から上昇傾向

にかわる。ケースb3 （活助主rm；が19州年当十！？の倍）

において， 1qso年の国内徐生産はタイド援助に較

べアンタイド援助の場合は実に40%強の鐙が生ず

るにL、たるυ 同様の傾向は中近東のJ¥t合iこも見る

ととができゐ。ケース b-3では司 1980年の閣内終

生産の両ケース（a-1とa-2）の開きは約11%

に達する。ヅイ lご援助の場合その援助規模を大き

くしてもほぼ横ばいであったその他地域の閣内情

生産は，援助がアンタイドになることによって増

大傾j1ijを示し，ケース b3の1(J8（｝年の国内諾生11'{

の開きは約1¥%ほどになる。ヲテン・ア l＇・＇カの

国内総生産は，援助がアンタイドになることによ

ってさらに漸増する。アジアの国内泌生産i丸ア

ンタイド援助によって増大しはするがわずかであ

り，ケース b-3でさえ約1%強の差にすぎない。

その他ヨーロッパ地域の国内総生産も，提功がア

ンタイドになることに上ってf科大するが，その差

は1980年になっても 1%にもみたなヤ。

次に，援助供与地域から援助受取地域へ移転さ

れる所得の総額か同内総生産の総額；こ与える影響

をみてみより。第1表にみるさとく，移転される

所得が増大するにつれ，かつ，その形態がタイド

からアンタ fドtこなると，世界の総生産は減少し，

援助受取地域の国内総生産が増大することがわか

る。しかし，初期の1966年から4年たった1970年

でも，タイド援助の場合117｛定、ドルの援助でも長

第I；表プロジェクションによる国内総生産と

援助bl （単位； 10億ドノレj

11970弔問年I1捌年

ナシ｜世界総生産2,375.93,i22. 74,152.3 
I (b-1) i緩助受取国 GI)P,・sss.11 482.21 1,日s.1
タ 1966午世界総生産2,:n4.1 :-i ,116. 24,135. s 
イ｜実編｜援助受取国 GDP, 388.11 484.61 601.6 
ド I(b-2) I援助監 I 11.11 15.21 20.1 
援 119白:q二世作総生産2,"72.2 :; , 109. 44,118. :3 
助 l実績の｜援助受取国 GDP 389.o: 486.21一回7.3
a 11 I併（b-3，援助最 i 23.51 30.41 40.0 
ア援 19前年世界経生産ι日元；6:, ,l瓦：74,132.2
ン l実績援助受取国 GDP1 390.9i 491.01 614.8 
タ I(b 2），援助最 I 11.11 1s.2I 20.0 
イ 1966年世界総生産2，日71.4::l,i凶.84,11.2.4
ド助｜実績の援助受取国 GDP: 393.61 499.71’6ヨ4.3
la-2: I特（b-3)1援助量 I 23.4' 30.11 39.4 

1拘受取地肢の国内総生産は援助がたい場合と同じ

であり，アンタイドになつてようやく28憶ドノレ増

大するにすぎfJ.'

したj号合でも， 々イド援助では援~｝）受取地域の国

内総生産はわずか10億ドノレ弱の増大しか見込まれ

なし、L，アンタ fド援助にたっても46億ド fレの上

積みしか期特できないの16年後の19SO年仁なると‘

援助量約200億ドノレで，タイド援助の場合は約65憶

lごJV，ア＞々イド援助の場合で約197億ドソレの増

大が，援Jl}J受取地域のIG内配、生産仁発生するにL. 

たる。 14年経過すると，援助形態の違いは約130

億ドルの差をもたらすこ二とになる。援助長hl倍の

掬400億ドルになると，その差は約ヨ70億ドルに

も達する。こうした援助効果は，援助がある場合

第 2表援助効果

1197叩 9万年（1捌年
タ「ド援助 n奴議籍法語lf0.0 0.1581 0.323 
(a-1) I (b-3) ! o.038, 0.1叫0.305

アンケイド援助11%6年実績（b-:2)0.2:,9 0.579 0.98;i 
(a 2) : ~h~；ヂ実殺の倍 I 0.明 O刷 0.995
（注） 援助効果t士；）；式』こょっ-c百I算された。
（援助がある場合の援助受取地域の国内総生産一
段山がない場「？の援助受取地j戒の国内総生産〉／援

助量

3 I 
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